













Light pollution causes the change of behaviour of animals and insects, the deterioration 
of human health, the energy waste, brighter night skies and more. In order to under-
stand and find a solution for the problem of light pollution, we need to know various as-
pects of light pollution and think about the relationship between human, society and the 
environment. Thus, by learning light pollution as an environmental education, it is ex-
pected that students can understand mutual connections between human activities, the 
ecosystem and the earth’s environment and get an ability to think with a wider field of 
vision. We have been performing a three-year education program in cooperation with 
an elementary school in Tokyo. As the second year, 5th-grade students learned how ar-
tificial lights affect the ecosystem. In this report, we show details of the education pro-
gram and results of the classes.
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で、人間活動・生態系・地球環境の相互の繋がりが理解でき、広い視点から物事を判断し
行動できる人間力が培われると期待できる。本研究では、小学校 4 ～ 6 年生の 3 年間にわ














































　 1 年間の授業内容の概要を表 2 に示す。およそ月 1 回のペースで、計 8 回の授業を行っ








































　 5 年生第 1 回の授業は、新年度直後の多忙な時期を避け、 6 月に実施した。授業のねら






















































くの親水公園）と自然豊かな里山の写真 1 枚を用意し、各班に配布した。児童は 4 ～ 5 名
表 3 　第 1 回授業の授業計画
















































































　授業ではまず、 1 クラスを 6 班に分け、班毎にタヌキ・ホタル・蛾の中から調べる対象
を選択させた（それぞれ 2 班ずつ）。さらに記事の見出しも指定しておき（『タヌキの 1 日
















表 4 　第 2 回授業の授業計画






















































　夏休み明けの 9 月に実施した第 3 回は、過去から現代まで発展してきたあかりの歴史を
室内で体験させ、昔の生活について考えさせる授業を行った。照度計を使って各種光源の
















表 5 　第 3 回授業の授業計画

















































































ちらでもない」 4 ％、「つまらなかった」 2 ％との回答であった。
₃.₄　第 4回授業
　10月に実施した第 4 回授業は、 1 時間目に夏休みの宿題であった壁新聞の個別発表会、
2 時間目に人工光の人体への影響について学ぶ内容で実施した。授業のねらいは（ 1 ）生
物多様性・共生の認識、（ 2 ）人体への光害の理解、（ 3 ）正しい生活習慣の重要性の認識、
である。
　授業計画を表 7 に示す。場所は理科室で実施した。











表 7 　第 4 回授業の授業計画
































































うみを持った」28％、「どちらでもない」 9 ％、「少しつまらなかった」 2 ％との回答であっ
た。














　11月の第 5 回、12月の第 6 回では、クリスマスイルミネーションの時期でもあることか
ら、工作キットを用いた「ペットボトルエコライト」を制作した。授業のねらいは（ 1 ）











表 9 　第 5 ・ 6 回授業の授業計画























































































































































































　休憩を挟んだ 2 時間目には、まず児童に一人 1 枚の「アイデアシート」を配布した。そ
こには『（照明によって）どんな問題が起こっているか』『解決のためのアイデア』を書く
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